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蛇口から出た水が固体の表面でキャップ状になる様子な
ど、液体が固体の表面を濡らす現象は、私たちの日常の
ほぼあらゆるところで見られますが、それだけでなく、
撥水・親水加工、コーティング、印刷、洗浄など、工学
的応用の側面からも重要な現象です。この濡れを中心と
した液体の表面がかかわる現象について、分子シミュ
レーションを中心とした研究を行っており、水溶液を含
む水などの表面張力、濡れの解析に加えて、マイクロ・
ナノスケールの流路における液体の挙動の予測、抵抗低
減法の検討なども行っています。
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分子シミュレーションによる液体の表面と
濡れに関する解析
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